
岡崎市都市計画道路見直し方針（案）について 《概要版》

1 都市計画道路とは

① 人や物資の移動のための「交通機能」

② 都市環境保全や災害時の避難・救援、道路付属物などの収容のための「空間機能」

③ 都市の骨格形成を促す「市街地形成機能」

■都市計画道路の３つの基本的な機能

機能の区分 内容

①交通機能
通行機能 人や物資の移動の通行空間としての機能

沿道利用機能 沿道の土地利用のための沿道サービス機能

②
空
間
機
能

都市環境機能 景観、日照、相隣などの都市環境保全機能

都市防災機能
避難・救援機能 災害発生時の避難や救援活動のための機能

災害防止機能 火災等の拡大を遅延・防止する空間機能

収容空間

公共交通のための

導入空間
地下鉄、バスなどの公共交通を導入するための空間

供給処理・通信情報

施設の空間

上下水道、ガス、電気など都市における供給処理及び通信

情報施設のための空間

道路付属物のための空間 交通信号、案内板などのための空間

③市街地形成機能

都市構造・土地利用の

誘導形成

都市の骨格として都市の主軸を形成し、発展方向や土地利

用の方向を規定する

街区形成機能 一定規模の宅地を区画する街区の形成

生活空間 日常生活のコミュニティ空間の形成

表１ 都市計画道路の機能

３ 都市計画道路見直しの必要性

１ 都市計画道路の現状

都市計画決定されてから50年以上が経過してもなお未整備区間が多く残っており、都市計画道路の

区域内では建築制限が課されています。

２ 社会情勢の変化

今後ピークを迎え減少に転じる人口や交通需要、超高齢社会の到来など、都市計画決定された当時

と現在では社会情勢が大きく変化しています。

３ 上位・関連計画における方針・政策の転換

国や愛知県では都市計画道路の見直し方針が新たに示され、本市においても「岡崎市総合計画」や、

現在改定作業中である「岡崎市都市計画マスタープラン」など上位・関連計画の中で都市計画道路の

見直しについて新たに位置づけられている。（岡崎市都市計画マスタープランは位置づけられる予

定）

⇒これらの背景を踏まえ、将来の目指すべき都市構造に対応したものであるか見直しが必要

２ 岡崎市の都市計画道路の整備状況

図２ 都市計画道路見直しの必要性

令和２年３月31日現在における都市計画道路の整備状況は、全体の約８割の整備が完了しており、

未整備区間が約２割を占めています。

未整備区間の多くは昭和36年以前に都市計画決定され、その後50年以上経過しています。

昭和36年以前
に計画された
ものが多い

図１ 都市計画道路の整備状況
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２ 社会情勢や道路を取り巻く
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３ 上位・関連計画の整理

上位・関連計画における政策の転換
・岡崎市総合計画
・岡崎市都市計画マスタープラン など
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⻑期未整備路線

都市計画道路の
見直しの必要性

都市計画道路の例

国道１号線 福岡線

都市計画道路とは、都市の骨格を形成し、安全で安⼼な市⺠⽣活と機能的に都市活動を確保するた

めの都市交通における基幹的な都市施設であり、都市計画法の手続きを経て定められた道路です。



■見直し検討フローの評価内容

【道路網の検証】

【見直し対象路線・区間の設定】

【見直し方針（仮）】

存続候補（仮） 計画変更候補(仮) 廃止候補（仮）

【実現性に関する評価】

【必要性に関する評価】

Ｙｅｓ

Ｎｏ

Ｎｏ

（Ⅰ） 整備済（概成済含む）
あるいは事業中か

（Ⅱ-2）計画上の必要性があるか

（Ⅲ）計画上の必要性を代替する
道路があるか

都市計画道路（区間）

（Ⅴ）幅員や線形等の再検討が必要か

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

線形などの変更で
影響を回避できるか

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

（Ⅱ-1）都市の道路骨格軸を形成する
路線か

（Ⅳ）歴史・文化資源、環境などに
必要性を上回る多大な影響があるか

周辺路線の混雑が
悪化しないか

新規

【見直し方針（案）】

存続候補（案）
計画変更候補
（案）

廃止候補（案）

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

Ｙｅｓ

（必要に応じて）

交通需要のバランスにあった車線数か
（新規路線を追加する必要があるか）

Ｙｅｓ

Ｎｏ

４ 都市計画道路見直しの進め方

図３ 岡崎市都市計画道路見直し検討フロー

■見直し検討フローの設定

 愛知県が平成30年に示している「愛知県都市計画道路見直し方針」に沿って、本市における都市計

画道路の見直し検討フローを図３のとおり設定しました。
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都市計画道路のうち、整備済（概成済を含む）及び事業中の路線・区間※を除いて、未整備区間を

抽出し、見直し対象区間とします。今回は、全50区間が見直し対象区間となりました。

※「路線」…各都市計画道路の路線全体のこと。

「区間」…路線全体のうちの整備済・事業中・未整備の箇所（区間）のこと。

必要性に関する評価では、都市計画道路の機能である「交通機能」「空間機能」「市街地形成機能」を

評価項目に設定し、本市の将来像を実現するため上位・関連計画との整合を図り、見直し対象となる都市

計画道路が必要であるか検証します。

「必要性あり」と評価された見直し対象区間では、対象区間の付近にその必要性を代替することができ

る現道（既存道路）があるか確認し、ある場合は現道を代替道路と評価して、見直し対象区間は都市計画

道路としての「必要性はない」と判断します。

【（Ⅰ）見直し対象路線・区間の設定】

【（Ⅱ）〜（Ⅲ）必要性に関する評価】

【（Ⅳ）〜（Ⅴ）実現性に関する評価】

現計画を踏襲するもの。

現計画を変更または見直しを継続検討する必要があるもの。

今後廃止に向けた検討を進めるもの。

存続候補（案）

実現性に関する評価では、事業上の問題が発生していないか、また実現性のある計画（道路構造など）

となっているか評価します。

道路網の検証では、将来交通量推計を用いて次の２点について検証を行います。

（１）廃止候補（仮）となった見直し対象区間が実際に廃止された場合に、周辺道路などに交通（混雑状

況の悪化）の影響はないか検証を行います。

（２）現在の計画が交通需給バランスにあった車線数になっているか、また、新規の都市計画道路を追加

する必要があるか検証します。

【道路網の検証】

【見直し方針（案）】

見直し方針（案）は以下の３種類とします。

計画変更候補（案）

廃止候補（案）
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５ 見直し方針（案）の概要について

６ 今後のスケジュール

平成30年８月 愛知県都市計画道路見直し方針策定

令和元年８⽉〜 岡崎市都市計画道路網再編に向けた検討会
令和２年２月

令和２年11⽉〜 岡崎市都市計画道路見直し方針（案）に対する
令和２年12月 パブリックコメント募集

令和３年１月 パブリックコメント取りまとめ・結果公表

令和３年度以降 都市計画変更の手続き（廃止候補のみ）

岡崎市都市計画道路見直しのこれまでの取り組み経緯と今後のスケジュールは以下のとおりです。

なお、「道路網の検証」で廃止候補（案）の全12区間について実際に廃止した場合、周辺道路への影

響はないことを確認しています。また市街化区域内を中心とした一部の区間では、廃止の影響とは別の

都市内交通の集中などによる混雑の発生などの課題を確認しています。そのため、今後、新規路線の追

加検討や交通安全対策の実施などについて、関係機関と協議・調整を進めていきます。

存続候補（案）＝28区間 計画変更候補（案）＝10区間 廃止候補（案）＝12区間

令和３年２月 岡崎市都市計画道路見直し方針最終とりまとめ

令和３年３⽉〜 関係機関との都市計画の案の作成に係る協議・調整

・見直し対象区間の全50区間について、見直し検討フローにより「（Ⅱ）〜（Ⅲ）必要性に関す
る評価」「（Ⅳ）〜（Ⅴ）実現性に関する評価」及び「道路網の検証」を行ったところ、存
続候補（案）が28区間、計画変更候補（案）が10区間、廃止候補（案）が12区間となりました。
（４ページ参照）

存続候補（案）・・・・計画の具体化に向けて関係機関と協議・調整を進めていきます。

計画変更候補（案）・・現在の計画における課題を解消するために、道路線形の見直しなど詳細な検討

を進めていきます。

廃止候補（案）・・・・都市計画の手続きに向けて、地元説明会の実施や関係機関と協議・調整を進め

ていきます。
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